
令和４年度第９回公立大学法人滋賀県立大学教育研究評議会 議事録 

 

日時・場所： 令和４年１１月１日（火）13：30～14:30  教授会室 

出 席 者 ： 廣川理事長、宮川副理事長、山根理事、安原理事、髙橋理事 

井手環境科学研究院長、南川先端工学研究院長、棚瀬人間文化学研究院長、 

伊丹人間看護学研究院長、村上環境科学部長、徳満工学部長、 

京樂人間文化学部長、糸島人間看護学部長、八里事務局次長、遠山委員、 

森委員 

  欠 席 者： 矢吹委員  

事 務 局 ：山田総務課長、髙木財務課長、寺村経営企画課長、川分学生・就職支援課長、 

郡田教務課長、山中地域連携・研究支援課長、前田課長補佐 

 

令和４年度第８回公立大学法人滋賀県立大学教育研究評議会議事録（案）について、原案

のとおり承認された。 

 

議  題 

 

審議事項 

 

 １ 公立大学法人滋賀県立大学客員研究員規程の一部改正について 

安原研究・評価担当理事から資料に基づき説明があり、審議の結果、継続審議となった。 

[主な意見・質疑等] 

・卒業した博士課程の学生も客員研究員となれるのか。 

・企業人や教育機関に所属する人も客員研究員になれると考えてよいか。 

     →客員研究員の有資格者の具体例については、別に細則を設け、その中で提示するように  

する。後日公表する。 

   ・客員研究員の有資格者として「理事長が特に認める者」を挙げているが、手続きの流れが 

わかりにくい。 

→規程改正案を修正して後日提示する。 

・退職した教員も客員研究員として科研費に応募し続けられるのか。 

→科研費応募取扱要領は別に準備するが、退職後教員（客員研究員）の新規応募は認めな 

い方針としたい。 

また、客員研究員への研究者番号の付与については整理して次回報告する。 

 

報告事項 

 

 １ 新型コロナウイルス感染症に係る危機対策本部本部員会議について 

    宮川副理事長から資料に基づき、令和５年度の前期授業から語学クラスなど大声の発声

を伴う授業など、一部を除き教室収容人数の制限を撤廃すること、また、今月実施する湖風

祭、令和４年度学位記授与式の実施方法等について報告があった。 

    また、川分学生・就職支援課長から、湖風祭の実施に当たっての感染防止対策について報

告があった。 

 

２ 令和４年度利益相反マネジメントの実施結果について 
   理事長から資料に基づき報告があった。 

 



 ３ 令和５年度入学者選抜試験の日程について 

    郡田教務課長から資料に基づき報告があった。 

 

４ 滋賀中小企業リカレントプログラムの実施について 

山中地域連携・研究支援課長から資料に基づき報告があった。 

 

５ 各委員会等の結果の概要について 

（１）令和４年度第７回衛生委員会 

（２）令和４年度第２回教務委員会 

（３）令和４年度（臨時）入学試験委員会 

（４）令和４年度第５回国際交流委員会 

（５）令和 4 年度第３回研究推進委員会 

（６）令和 4 年度第４回研究推進委員会 

（７）令和 4 年度第 2 回内部質保証推進委員会 

 

 

その他 

 ・髙木財務課長から令和４年 10 月 31 日に髙橋金属株式会社に対して、未来人財基金への寄附に

対する感謝状の贈呈が行われた旨、報告があった。 

 

 


